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８月記者懇談会 

 

令和２年８月 24 日（月） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・「みんなで歩こう！箕輪町ウォーキンググランプリ」について 

（健康推進課 健康づくり支援係） 

ウォーキングアプリや町活動量計を活用した歩

数対抗イベントになります。 

個人での参加も可能ですが、事業所、グループ

などで参加いただきお互い刺激をしあいながらウ

ォーキングを競っていただくようなイベントにな

っています。上位者には表彰もしくは景品を贈呈

します。9 月 1 日～30 日までをイベントのエント

リー期間とし、エントリーしていただいた方には

スマホアプリのインストール方法と「イベント参

加」の準備に対するご案内をします。1０月 12 日

から 11 月 10 日までが実際にウォーキングしていただく機関となります。チラシ以外にも

SNS 等で周知を図り、期間中も SNS 等でイベントを盛り上げることを考えています。 

こちらの事業は、町民だけではなく、町内にお勤めの在勤者の方も対象となっています

ので、商工会様から企業様へも事業の PR をし参加を促していきます。 

併せて、多くの方に町の中を歩いていただくことにより「町の中を見守る目」も増やし

ていくという「安全安心のまちづくり」へも繋げていければと考えています。 

個々の心と身体の健康づくりに繋げたり事業所の健康づくりへの支援、見守りや人と人

の繋り、生きがいづくりという意味での地域づくり、健康づくりを支援していく事業と考

えています。 

 （資料に基づき説明） 

 

記者） エントリー方法で申込用紙でも受け付けるとありますが、申込用紙はどこに設

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞 

事務局：毛利、山口、那須 
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置しますか 

  ⇒ 申込用紙は健康推進課窓口に用意し、そこで受付をする予定です。あとは長野

電子フォームの方で電子申請ができる形にしています。 

 

・「コロナに負けるな 箕輪の夜を照らすペットボタルの道を歩こう」について 

                      （文化スポーツ課 スポーツ振興係） 

 新型コロナウイルス感染症の影響で自宅にいる

時間が増え、運動する機会が減っている方も少なく

ないと思います。住民の方が外で運動をする機会が

増えるよう河川道路沿いにペットボタルを設置し

歩きやすい環境をつくることにより、日常的に運動

をするきっかけをつくり健康づくりに寄与するた

めペットボタルの設置します。 

設置期間は 9 月 8 日（火）～9 月 27 日（日）ま

で設置を予定しています。天候等の影響により設置

期間が前後する場合がありますので、正式な日程等

につきましてはプレスリリースでお知らせします。 

設置個所は天竜河川道路、十沢橋から北島の伝承公園までの「みのわナイトウォーク＆

ラン」のショートコースのルートとなります。片道 1.4 キロの道の両脇にペットボタルを

設置する予定です。 

見ごろは夜間 6 時から 8 時としてありますが、ペットボタルは 2 時間点灯すると自動的

に消えるため見ごろの時間を 2 時間に設定しています。 

健康推進課で担当している「30 日健康トライアル」の期間と重なっておりますので、一

緒に周知できればと思っています。 

（資料に基づき説明） 

 

・赤そば乾麺「赤そばの里」の完成と販売について（商工観光推進室 観光係） 

 昨年 10 月に「にこりこキッチンたべりこ」が閉

店となり、赤そばを提供しているところはないか、

赤そばを購入したいという問い合わせが県内外か

ら多数ありました。 

町内で昨年収穫された実を使用して赤そば乾麺

を製造し、町の観光 PRに活用したいと考えました。 

 乾麺については、できるだけ高配合で製造したい

と考え、一般的な手打ちそばと同じ八割（二八そば）

にすることにより、そばの風味を高め、歯切れ、の

ど越しの良い美味しい麺となっています。 
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 商品名は「信州みのわ 赤そばの里」。内容量は一袋 200ｇで二人前と考えています。賞

味期限は一年間です。花は赤いですが、麺は通常のそばと同じ色をしています。湯で時間

は３分半ですので、通常の生麺よりは時間が掛かります。 

販売価格は消費税込みで 400 円、販売店につきましては㈱みのわ振興公社と木曽水車家

を考えています。ながた荘のメニューに加えていただけるか調整中です。 

 土産品としての販売や、ふるさと納税の返礼品としての活用を考えています。 

 販売日については、準備が整い次第皆様にお知らせしたいと思います。 

 

町長コメント 

大変暑い日が続き土日は雨という状況でしたが、雹まで降ったようです。現在、農家の

方の被害を調査していますが、雹害があったようで心配をしています。また今日以降も暑

い日が続きますので、熱中症対策もしなければと思います。 

９月定例議会が来週から始まるということで、ま

ず予算の関係についてお示しさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症関連の主な施策という

ことで、一枚資料を出させていただいています。 

新型コロナウイルス感染症に関わる施策ですが、

国の臨時交付金や補助事業等がほぼ出そろってき

ており最終段階に入っています。 

当町については、生活支援を中心に実践してきま

した。トータルとしては 50 施策、交付金活用で概

ね 30 を超える施策となっていますが、感染症の防

止や経済対策、生活支援対策を行ってきました。 

現在第２波という状況で、現時点で今までやってきた事の内容とともに、冬に向けてや

らなければいけないことを、現在整理をしています。９月補正にも一定のものを入れてい

ますが、今後対応しなければ行けない事を見極めているといった状況にあります。 

もう一つは、国の臨時交付金の中で、単に生活支援とか経済支援ということではなく、

これからのいわゆる地方分散といいますか、人口も仕事も雇用も地域の中へ地方へ、とい

うことも交付金の大きな主旨ですので、そういったことも考えながら進めていく必要があ

ると思っています。それについては十分対応できていませんので、そのようなことも見据

えて今後考えていきたいと思いますが、当面の対応として、今回載せさせていただいてい

ます。 

資料を見ていただきますと、国県関係とあります緊急包括支援事業なり感染症対策とい

うのは、保育園や小中学校の厚生労働省や文部科学省の補助金を受け入れて実施するもの

で、各小中学校、保育園の感染症対策で実施するものです。 

町単独事業である新生児臨時特別給付については、国の特別定額給付金 10 万円給付の対

象とならなかった４月 28 日以降に出生した新生児に対して、来年４月１日まで 10 万円を
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給付するといった措置です。 

次に屋外映画イベント補助金とありますが、今までも元気づくり支援金を活用して実行

委員会形式でもみじ湖で僕たちの映画館というのを行いましたが、今回それが実施できな

いということで、それとは別に町観光協会がドライブインシアターをもみじ湖で紅葉の季

節に行うことに対して、町として一定額の補助をするものです。10 月末の実施を考えてい

ます。 

修学旅行・臨海学習の補助金ですが、これは県外での実施が出来ないということになり、

県内での実施を予定していますが、貸切バスの増員等で三密対策を取らざるを得ないとい

うことで、急激に保護者負担が増えてしまうということにもなりますので、今年度につい

ては、そういった部分について町で対応させていただきます。今後の修学旅行や臨海学習

をどのように行っていくかについて検討していただきたいと、教育委員会には伝えてあり

ます。 

10 万円の特別定額給付については、当町では８月 12 日に申請を締め切っており、対象

世帯 9,877 世帯のうち 9,862 世帯で 99・9％の給付となったようです。未申請は 15 世帯

16 人ということで、未申請の方は住居はここにあるが退居をしていて行方が分からない方

とか、帰国しているとか、所在不明で宛名がわからないといった方だけのようです。職員

や民生児童委員様にも協力いただき、申請困難なお宅へ訪問等した結果だということで感

謝申し上げます。 

次に、その他関連事業ですが、外国籍住民就業支援というのがあります。286 万 2 千円

の予算で実施したいと思います。外国人に対する相談会は月１回行っていますが、引き続

き需要は非常に高いと思っていますし、何より最近の状況はかなり生活に対する切迫感が

出てきていまして、町としても対応が必要だと考えています。もう一つは、４月以降人口

減がかなりあるわけですが、日本人が４月～７月の４か月で 34 人減、日本人の減というの

は少子化や死亡者が多いという問題も入りますのでやむを得ない部分もありますが、外国

人が 53 人減になっています。868 人から８月１日現在で 815 人になりまして、この減少

そのものはいろいろな見方があり、帰国せざるを得ないといういのもあるでしょうし、新

たな仕事が見つかって住居を移すというのもありますので、どちらかというとプラスに考

えると仕事が見つかって良かったという面もないわけではありません。ただ一方で、生活

の本拠をここに置いていて、例えば子どもがいるとか学校があるとか奥様の状況だとか、

そういったことで動くに動けないという方も町内にはおられるということもあり、そのよ

うな皆様への支援をしなければならないと思っています。そういった意味で一つは、県が

始めている緊急就労支援事業というのがあり、県が新規で二か月以上雇用する事業所に対

して人件費の 2/3 を補助するといった事業であります。これに対して町として 1/3 を上乗

せします。それによって 10/10 人件費は見ますので雇用してくださいと町内の事業所に勧

めていきたいと思います。もう一つは伴走型就労支援ということなんですが、今までは相

談を受けて様々な関係機関へ紹介をしたり対応してきたわけですが、まいさぽ上伊那でも

手一杯という状況になってきていることと、まいさぽで行っても最終的な就労支援まで進
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んでいかないということがあります。そのようなことから、単にここに求人があるとお知

らせするだけではなく、例えば履歴書の作成から企業の面接といったところまで、おそら

く委託になるとは思いますが、伴走支援をするということを考えています。 

もう一つは、アジア系の方に多いのですが、介護職を望む女性の方がかなり多くいらっ

しゃいます。ただ筆記試験等ハードルがかなり高くて合格できないとか採用できないとか

いう状況にあります。そういったことで介護技術と専門用語を読み解くようなパッケージ

の専門講座、パッケージ型の講座というのをつくることで、合格率がアップしたり、合格

しなくても補助的な事業として介護現場で採用していただくようなスキルを身につけても

らうというようなことを考えています。この３つの就労支援と伴走型就労支援と介護職の

講座、この３本で何とか就業に結びつくようにと考えています。町で出来ることは限られ

ていますが、こういったことを実施したいと思っています。 

もう一つ、職員に外国人の相談とか受付といった場合に、彼らが判る日本語、同じ日本

語でも行政用語で対応する場合と彼らが判る日本語で対応する場合があるということで、

職員向け日本語講座を明日３回開くようでありますが、そういうことで職員にも外国人対

応のスキルを身につけるように考えています。これがここでいう外国人に関わる部分であ

ります。 

次に関係人口創出施設整備ですが、南小河内区にあります旧東部診療所を閉鎖をして３、

４年経過していますが、そこを新たにレンタルオフィスなりワーキングスペースにするた

めの準備に入っていきたいと思います。都市部の一極集中を是正するとか新型コロナウイ

ルス感染症によってライフスタイルがだいぶ変ってきているということが言われおり、町

産業支援センターで対応してきたわけですが、レンタルオフィスも数人が待機をしていて、

まだ入れない状況となっています。そういった意味もあり、新たな場所を設けていきたい

ということもありまして、臨時交付金を活用して最終的にはリフォームまで進めていきた

いと思っていますが、そういったことを実施していく予定で設計に係る経費等を予算計上

させていただいたものです。 

その他、社会福祉協議会で運営しているゆとり荘、また小学校の手洗い箇所、学童クラ

ブの教室増と新型コロナウイルス感染症に関わる部分を実施していく考えでいます。 

あと、今まで実施をしてきた中で、事業所における感染症対策を充実していかなければ

いけないと思っていまして、新たな生活様式に関わる対応ということで予算措置を６月補

正で行ってやってきましたが、非常に多くの要望をいただいていています。各事業所から

新しい生活様式に対応するよう、例えばパーテーションの設置ですとか換気システムです

とか空気清浄機ですとか、それぞれ事業所の規模や状況によって違いはありますが、そう

いったものを導入をしていただいています。こういったことは町としてできる範囲で進め

ていかなければいけないと思っていまして、今の感染症対策でどこを重視していったらよ

いのかもう少し研究をして、新たなところに踏み出さなければいけない状況にあろうかと

思います。 

それともう一つ、教育委員会や公民館等で行っている学校行事でありますとか公民館行
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事について、秋の部分が明らかになっていません。修学旅行、運動会、音楽会、文化祭な

ど、それぞれ本来秋に行うもの、または延期しているものがあるのですが、できるだけ早

く報道の皆さんにもお知らせするようにしてありますので、どこかの段階で全体としてそ

の辺のことを考えていきます。また取材の方もお願いをして、なかなか十分に実施をでき

る状況ではありませんが、対応させていただきますのでよろしくお願いします。 

 

 記者） 関係人口創出施設の整備についてですが、どういった方がどのような場面で利

用する施設を想定してリフォームするのでしょうか 

 町長） 産業支援センターの№２といった意味合いも若干ありますが、これから検討し

なければいけないのは、リモートワークとかテレワークだけでいいのかどうかと

いうところが気になっていまして、どういったところで都市部と箕輪町を結びつ

けるような事業所、またはスペースが必要か、現在検討を進めています。場所が

地域の中に入りますので、地域住民の皆さんとの関係とか、隣に移住定住に係る

体験住宅がありますので、そういったものとの関連もあると思いますが、基本的

にはオンラインを活用できるようなレンタルオフィスになろうかと思っています。

フリースペースももちろん作らなけらばと思っています。 

 記者） いつ頃の完成をイメージしているのでしょうか 

 町長） 遅くとも来年度中にはと思っています。出来れば本年度中には着手したいと思

います。 

 

 記者） 外国籍住民就業支援について、伴走型就労支援と介護職の講座のところで２点

ありまして、伴走型就労支援については委託をしてということですが具体的には

どのようなところに委託する考えでしょうか 

 町長） 町内外でＮＰＯ法人を設置したいという方向が出ているようですが、ＮＰＯを

作るのには割と時間が掛かります。普通に考えると４、５か月は掛かるはずなの

ですが、そこまで待てないというのがあり、それまでに何らかの組織ができたり、

個人的にそういったことを実施をしている例えばまいさぽの関係者とか、そのよ

うな方で適性があれば委託をしていきたいと思っています。法人ができるまで待

てるかどうかというのもありまして、事業の執行状況、財政上の課題もあります

ので、その辺は財政と相談させていただきますが、出来るだけ早く専門家の皆さ

んで実施したいと思います。 

 記者） 介護職についても同じ質問で、これは誰が担うことになりますか 

 町長） 介護に関わる研修は多くでやっているのでそれはあまり問題ではないのですが、

言語に関わる部分をどうやってサポートできるかということになると、なかなか

人材がいないようでして、その辺を今探してもらっています。その介護技法とい

う問題と語学の部分をセットにして講座にしなけらばいけないので、その辺の人

材をなるべく早く探して開講したいと思っています。大人数でやるものだとは思
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っていません。４、５人や７、８人で出来れば十分だと思っていますので、その

ような講座を早く開講したいと思っています。 



 

 

定例記者懇談会次第 

 

令和２年８月 24 日（月） 午前 11 時 00 分 

箕輪町役場  203 会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 町長月間予定 

 

 

３ 町の主なトピックス 

・「みんなで歩こう！箕輪町ウォーキンググランプリ」について 

（健康推進課 健康づくり支援係） 

 

 

 

 

・「コロナに負けるな 箕輪の夜を照らすペットボタルの道を歩こう」について 

（文化スポーツ課 スポーツ振興係） 

 

 

 

 

・赤そば乾麺「赤そばの里」の完成と販売について（商工観光推進室 観光係） 

 

 

 

 

 

４ 町長コメント 

 

 

 

 

 

 

５ 質疑 

次回開催日程  ９月 25 日（金）午前 11 時 00 分 203 会議室 














